
建設消防常任委員会（平成19年6月18日開催）提出資料〔抜粋〕

土壌調査（ボーリング）の結果について

1．業務の概要と目的

青谷地内の事業所内の井戸において、地下水から環境基準（0．0005ｍｇ／Ｌ）を上

回る水銀が検出されたことから、公社では、行政及び土壌・地下水の保全に係る審議

会の助言を得て、ボーリングによる土壌採取を行い、採取した試料の総水銀・アルキ

ル水銀の項目について土壌分析検査（溶出試験）を行った。

2．調査地点の選定理由

・調査地点は事業所敷地内に限定した。

・水銀は地山ではなく、外部から人為的に運ばれてきた土壌の中に存在する可能性が

高いと考え、埋立て土がある程度の厚さで敷設された場所を調査対象の範囲とした。

・事業所の業務の妨げとならない場所でなおかつ、土質サンプリング作業が滞りなく

行われる地点を選んだ。

3．業務内容

掘削口径　　　66ｍｍ

深　　度　　　36．5ｍ

位　　置　　　（別図のとおり）

4．分析結果

・図3．1　Ｃ事業所敷地内・盛土のボーリング柱状図

・表3．1　Ｃ事業所敷地内・盛土の土壌分析結果
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表－3．1：Ｃ事業所敷地内・盛土の水質分析結果
出展：車壌分析検套線務専対日土壌ポーリング）、平成－9年3月、財団法人城軌Ⅱ砂利採取地撃備公社

計　量　証　明　書

第19032168－1号

平成19年03月　20　日

＿∴＿遡固唾人＿＿＿城陽由砂利採取地整億螢社＿＿腰」

業務名：土壌分析検車業務等賓託
採取場所：城陽市中芦原地内

採取日：平成19年03月02日～09個
採取者：応用地質株式会社
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表－3．2：Ｃ事業所敷地内・率土の水質分析結果
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業務名
採取場新

撰取　日
採取者

土壌分析検査業務等凄艶

披隠市中芦原地内

平成19年03月02日～09日

応用地癖式会社

建キ物飲料水
㌃【】白：心臓☆＝＝4

阪府ｉＴ水第8丁・6号

ＥＬ Ｏ12（814）17由

採 取 深 度

試 料 轟 （ 土 壌 ・） 溶 出 試 験

測　 定　 方　 診
総 水 銀

（鴫 ノＬ）

ア ル キ ル 水 銀

（ｍｇ／Ｌ）

乱 －20 ．0 0 ～ －2 1 ．00 ｍ 対Ｄ（く0 ．0 0 05 ） ＮＤ（く0 ．0 0 0 5）

（換 韓 の 作 成 方 法 ）

環 魂 庁 告 示 第 胡 号 府 袈

（測 定 方 法 ）

総 水 銀

虔 塊 庁 昏 示 第 6 9 号 付 表 1 ．

テ ル キ ル 水 銀

渾 境 唐 告 示 第 由 号 付 嚢 2

吼 －2 1．0 0 ～ 一四 ．0 0 ｍ 沌】（く0 ．0 0 0 5） ＮＤ（く0 ．ｄｏｏ5）

Ｇｌｒ22 ．0 0 へ・・一一23 ．0 0 ｍ ＮＤ（く0 ．0 0 05 ） Ｉｍ （く0 ．0 0 0右）

虹 －2乱 Ｏｄ－ 放 ．0 0 ｍ

Ｊ

ＮＤ（く0 ．0 0 05 ） 叩 （く0 ．0 0 0 5）

Ｇｌｒ2も 0 0 ｒ、一一25 ．0 0 ｍ 抑 （く0 ，0 0 喝 ）
㌣ （仙 0 中

ｑｒ 25 ．0 0 一、ｒ 26 ．0 0 Ｔｎ ＮＤ（くｑ．0 0 0 5） Ｎｐ．（く0 ．0 0 0 5）

ＧＬ－28 ．0 0 ～ －27 ．0 小皿 柵 （く0 ．ｐＯＯ5 ） Ⅲ）（く0 ．0 0 05 ）

ＧＬ 27 ．0 0 一一一2軋 0 0 ｐ ＮＤ（く0 ．0 00 5 ） ・ 恥 （く0 ．0 00 5）

ＧＬ 28 ．0 0 ～ －2乱 印 加 川 ）（く0．0 00 5 ） ＮＤくく0 ．ｂｏｏ5 ）

朗。－29 ．0 0 一一一30 ．0 0 ｍ ＮＤ（く0 ．．0 00 5 ） 用）（く0．0 00 5 ）

Ｇｈ－3 0 ．00 ～ －3 1 ．0 0 ｍ ‘ 川 ）（く0 ．0 00 5 ） 和）（く0 ．0 00 5 ）・

ＧＬ－3 1 ．0 0 ハニー32 ．0 0 工丘 ＮＤ（く0 ．0 00 5 ） 畑）（く0 ．．00 0 5 ）

Ｇｈ－3 2 ．00 ・一一3 乳 0 0 ｍ 昭 （く0 ．0 00 5 ） 恥 くく0．00 0 5 ）

ＧＬ－33 ．．00 ・・一一3 4 ．0 0 ｍ ＮＤ（く0．0 08 5 ） 柑）（く仇 00 0 5）

ｑｒ3 4 ．00 一一一3 5 ．0 0 ｍ Ｉむ （く0 ．0 00 5 ） Ｉｍ （く0．00 0 5 ）

似ｒ3 5 ．00 ～ 一3 6 ．0 0 ｍ 和）（く0．’0 00 5） 用〕（く0 ．0 0 ｄ5）

Ｇｌｒ3 6 ．0 0 一、一一3 6 ，5 0 ｍ 叩）くく0．00 0 5） 調Ｄくく0 ．00 0 5）

以　 下　 余　 白

Ｉ叫：検出せず

5


